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　日本はウメの花が終わり、サクラのつぼみも膨らみ始めていることでしょう。こちらは、乾期末期で、暑さは厳しく寝苦しい日々が続いています。しかし、先日２ヶ月振りに激しい雨が1時間ほど降り、雷のおまけつきで。草木もほっと一息ついたようです。

パナマのペンキ屋は働き者か？鈍感か？

　我が家の外壁が汚れてきたので、大家が塗り替えを決意して工事が始めました。材料のペンキは大家が準備し、ペンキ屋はただ塗るだけが仕事のようでした。請負仕事なこともあって、朝９時から夜６時まで、ときには８時頃までほとんど休み無く働いていました。パナマ人でも一生懸命働くことがあるのだなと感心しました。しかし、ペンキを塗ることしか頭に無く、洗濯物があっても注意を払わずペンキをペタリとつけてくれました。また、ポットに冷たい水を入れて与えておいたところ、ポット容器にもこってりとペンキをつけてくれました。それも一度ならず何度も。水を飲むとき、自分の手が汚れているのを考えずに持つからで、どうしょうもないほど鈍感でした。

　内部塗装では、天井の凹みをならすために事前に石灰のような物を塗り、表面を滑らかにするためにサンドペーパでこすったもので、部屋中に白い粉が舞いちり、しかも全ての部屋を同時にしたもので足の踏み場もない有様になりました。終了後、机の上や床の上をさっと刷く程度でおしまい。台所の食器や棚はそのまま放置、粉まみれのベッドもそのままでした。周囲を汚さないような事前準備はまったくなく、被服用の布やビニールも持っていません。少しばかり頭にきたので噛み付きましたが、彼らの頭の中には塗ることしかなく、周囲を汚さないという考えがまったくありません。つぎのペンキ塗りの工程でも同じことで、あちらこちらにペンキをつけてくれました。ベランダの天井塗りではまったく何も敷かなかったので、ペンキがぽとぽと床に落ち、それをこすり落とすのに多大の時間を要し、この仕事はきついとぼやいていました。事前に敷物をすればあとが楽なのがわかっていないし、そのための経費支出をしたくないのもあるようです。

学歴社会

　パナマは完全な学歴社会で、給料には大きな差があります。しかし、仕事面をみるかぎり、その差は仕方がないような気がします。知識、判断力には明らかに差があり、低学歴の人は考えて物事を処理する能力に欠けているのが痛感されました。だから彼らには頭を使うような仕事、判断を要する仕事には向かないようです。学歴で判断するのには問題ではありますが、ここの現状をみているかぎりいたしかたないことが良く分かります。また、相対的に女性の方が優秀で、重要なポストで仕事をしています。

インディヘナの道端商法

　パナマ市からコスタリカ国境まで通じている幹線道路では、しばしばインディナの若者が道端に立って、品物を手にぶら下げて通りかかる車を相手に商売？をしています。

　販売？品目：マングローブ林でとれるイカやエビ、小鳥（愛玩用）、イグアナ（食用）、小鳥はしばしば頭に黄色のペンキを塗って別種の鳥（高価）に化かして売っています。

動物園

　パナマでの公設の動物園の存在は分かりませんが、私設の動物園がDavidにあり、パナマに生息しているいろいろな鳥や動物を観察することができます。本業は牧畜業で、オーナーは農協に務めています。毎日、学生や各種団体、個人がつぎつぎにやってくるようです。色とりどりの小鳥類は一見の価値があります。また、タヌキやキツネの仲間、サル、トラなども飼育されています。これらの自然の動物を飼育するためには１匹当たり年間10ドルを支払っているとのことで、おまけに入場料は無料で案内までしてくれます。こちらの金持ちのすることは、日本とはけた違いです。

車の無法運転

　パナマ人の車の無法運転については、かなり頭にくることもありましたが、とにかく冷静につとめてきましたので、最後にその危険度の高いものを列挙して鬱憤をはらさせていただきます。

· シートベルト着用はかなり守られています。警察の取り締まりのポイントになっているからです。

· 交差点付近の不法駐車。一方通行路で車高の高い車が手前に駐車されると、やってくる車が見えなくて非常に危険です。

· 方向指示器の不使用。右折指示で直進は非常に怖いです。ときには右折指示で左折します。だから相手の車がどちらに進むか予測がつきません。

· 方向指示器等の合図なしの駐車車両の急発進。非常に危険です。

· ブレキライトの故障している車。後ろについたら災難。

· 優先順位の分かっていない車。必要以上に歩行者を優先させる車があり、歩行者が渡ろうとし始める前に停車します。交通渋滞の原因ともなっています。一方、道路の合流地点でがむしゃらに突っ込んでくる車があります。

· タクシーの超ノロノロ運転（客探し）と超スピード運転。自分の都合で走り回っています。

日本人（私）からみたパナマ人の特徴

· 陽気でおしゃべり。しかも大声でしゃべるので、その近くでは電話もできません。どうも音に対して鈍感です。だからフィエスタでは、隣近所の迷惑？も考えず大音量で歌を流します。夜中でもおかまいなしです。

· 全般的に女性の方が優秀で､働き者です。

· 若い女性はスタイルがよく、顔も彫りが深くて美人が多いです。ただし、全般に太り気味です。

· 外人に対して親切です。

· 返事はよいが、あてにならない。明日といえば、３～４日のちです。

· 田舎にゆけば知らない人でも挨拶してくれます。

· 食べ物に関しては欲がない。うまい物を食べるためであっても手間ひまをかけたくない。

· 時間にはルーズ。

永らくお付き合いをいただきありがとうございます。これをもってパナマ短信の送付を終わります。多忙の中にも関わらず、日本の近況、短信に対するご意見などをいただいた方には深く感謝します。遠い異国にいる者にとってはどれだけ励みや慰めになったことかしれません。重ねてあつくお礼申し上げます。これにてメールを閉鎖します。

